プラスタートラップ算定　　　

　　前澤化成工業株式会社

選定基準　：　歯科医院や歯科技工所，整形外科医院の技工室，学校の美術教室などの排水中に含まれ土砂や石こう・金属くず等が下水道に流出するのを防ぐために設置するプラスタートラップの選定おいて、水栓の個数と口径より算出します。１分間あたりの最大流入流量（Q）を計算し､性能が上回る型式を選定します。

1． 最大流入流量の計算

Ｑ ： 最大流入流量

Ｑ＝ｑ×ｎ×ｐｎ×ｋｎ×１０－２　                               （ L/ｍｉｎ ）

ここで、ｑ ： 水栓１個あたりの標準流量　 　　　　　　　　         （ L/ｍｉｎ ） 　  ・　・　・　表－１ 

ｎ ：　水栓個数  　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　（ 個 ）

ｐｎ ： 水栓個数に対する同時使用倍率　  　 　          （ ％ ）        ・　・　・　表－２

ｋｎ ： 水栓個数に対する、使われ方，使用水圧などを考慮した安全係数

｛ 1.0 ～ 2.0 の範囲 ｝                         （ 倍 ）        ・　・　・　表－２
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表－２．水栓個数に対する同時使用率と安全係数

	水栓個数   ｎ  （個）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	10

	同時使用率　ｐｎ  （％）
	100 
	100 
	85 
	70 
	65 
	60 
	60 
	55 
	50

	安全係数   ｋｎ （倍）
	1.0
	1.5
	2.0


2． 型式の選定

上記1.で計算した最大流入流量を上回る許容流入流量を有するプラスタートラップを選定する。

   Ｑｐ　：　許容流入流量 （阻集効率が90％以上となる流入流量）

Ｑｐ ＞ Q　となるように型式を選定する。
	
	機種（本体材質ＦＲＰ）

	許容流入流量Ｑｐ（L/ｍｉｎ）
	容　量（L）
	地中埋設型
	スリム型

	41.2
	55
	PTZS-B75
	－

	48.8
	65
	－
	PTZC-N75

	112.5
	150
	PTZS-N150
	PTZC-N150


注意１．本資料中表-１.水栓の標準流量，表-２.水栓個数に対する同時使用率数の値は、SHASE-S206-2019
（給排水設備基準.同解説）より引用しております。

注意２．安全係数は目安としてお考え下さい。器具数のみならず、使用用途や使用の頻度等を考慮しながらの運用をお願いします。
